
2016年12⽉吉⽇
「医療情報システム研究会」運営委員会

「看護業務を⽀援する情報システム」プログラム委員会
http://www.iryo-jyoho.jp/

　健康・医療分野における規制改⾰，地域医療連携の進展，医療ビッグデータの利活⽤など、医療従事者および
医療機関を取り巻く社会的環境は⽬まぐるしい変化の途上にあります。
看護業務においても、⼀層の多様化・⾼度化が求められる中、本研究会も1987年の第1回から数えて第30回を
迎えることになりました。
 今回、第30回記念⼤会として、参議院議員　⽯⽥まさひろ先⽣と⿅児島⼤学⼤学院　宇都由美⼦先⽣より特別
講演をいただきます。
　また、「看護情報の進むべき道筋へのヒント」をテーマに、先進取り組みなどトピックス3題に続いて、データの⼆次利⽤
について考えます。業務改善・効率化に繋げる『データ利⽤』について、参加者の皆さまと議論を深めたいと思います。
　ご関⼼をお持ちのみなさま⽅の多数のご参集をお待ち申し上げます。

開催⽇時 2017年 2 ⽉ 4 ⽇（⼟） 10時00分〜16時45分　＜受付開始9時30分＞

会場 富⼠通関⻄システムラボラトリ　4階　⼤会議室
⼤阪市中央区城⾒2-2-6　〒540-8514
http://jp.fujitsu.com/facilities/kansai/（地図参照）

参加費 \4,000-／⼈（資料集代を含む）
 ※当⽇会場受付にて現⾦でお⽀払いください。

資料集代 参加費に含みます。
資料集のみご希望の場合　\2,000-／冊

参加定員 250名（申込順）
「医療情報システム研究会」会員様および医療機関様に限らせていただきます。
※参加申込みをもって受付完了とさせていただきます。定員を超えて、ご参加をお断りする場合以外、

事務局からの連絡はありません。ご承知おきください。当⽇、会場にてお待ちしております。

看護業務を⽀援する情報システム（パート３０）
『看護情報の進むべき道筋へのヒント』

第１７２回医療情報システム研究会（ご案内）

ご 案 内

第30回記念⼤会



プログラム （演題名，演者，座⻑，時間については、都合により変わることがあります）

10:00〜10:10 開会挨拶 プログラム委員⻑挨拶 国⽴国際医療研究センター　医療情報管理部⾨⻑
美代 賢吾

10:10〜11:10 Ⅰ．特別講演１
臨床看護の過去、現在、未来と保健医療政策　　〜看護情報の進むべき道筋へのヒント〜

 参議院議員　看護師・保健師 ⽯⽥　まさひろ

11:20〜11:50 研究会30回の歩み　　〜故きを温め、新しきを知る〜
国⽴国際医療研究センター医療情報管理部⾨⻑ 美代 賢吾

12:50〜14:20 Ⅱ．トピックス
＜座⻑＞ 神⼾市⽴医療センター中央市⺠病院情報企画課主幹 中⻄　寛⼦
＜座⻑＞ JCHO⼤阪病院 医事課・医療情報部課⻑ ⿂澤  正克
１.看護実践⽤語標準マスターと標準化の取り組み

⼀般財団法⼈医療情報システム開発センター　 岡峯　栄⼦
　医療情報安全管理推進部 部⻑補佐

２.チームで⾏う退院⽀援に活⽤している情報システム
神⼾市⽴医療センター中央市⺠病院　地域医療推進課師⻑ ⽶⾕　久美⼦

３.患者⼊⼒型タブレット端末によるベッドサイドシステムの看護業務効率化と展望
愛知県がんセンター中央病院　看護師⻑ 濱⼝ 由美⼦

14:40〜16:40 Ⅲ．電⼦カルテデータの⼆次利⽤
＜座⻑＞ ⼤阪市⽴⼤学医学部附属病院看護部 ⼭⽥　章⼦
＜座⻑＞ ⼀般財団法⼈甲南会法⼈本部管理本部電算部⻑ 杉原　敬彦

Ⅲ-1 特別講演２
臨床知のデータベース化の意味するところ  〜データ⼆次利⽤に魅せられて〜

⿅児島⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 医療システム情報学 准教授 宇都　由美⼦
⿅児島⼤学病院　医療情報部⻑

Ⅲ-2  ⼀粒で⼆度美味しい『データの⼆次利⽤』
セッションの狙い

⼤阪市⽴⼤学附属病院　看護部 ⼭⽥　章⼦
１.医療・看護データの活⽤（DiNQL活⽤の現状）

社会福祉法⼈恩賜財団 済⽣会熊本病院　副看護部⻑ 村本 多江⼦
２.看護データ活⽤：「何時の記録を何時に⼊⼒しているか」に着⽬した看護記録の可視化と改善活動

県⽴広島病院　医療情報室　副看護師⻑ 村上　久
３.QI（QualityIndicator)への取り組みとDiNQL対応に向けて

富⼠通株式会社
徹底討論

16:40〜 閉会挨拶 医療情報システム研究会会⻑挨拶
互恵会⼤阪回⽣病院システム管理課⻑ 中島　清訓

17:00〜18:30 懇親会（情報交換の集い）
参加費　 \2,000-／⼈
会　場　『パノラマスカイレストランアサヒ』 

⼤阪市中央区城⾒1-3-7 松下IMPビル26階　Tel 06-6946-8448

本研究会は、医療情報技師更新対象研究会となっております。（１ポイント）
また、「認定看護師サードレベルの管理者認定」申請可能です。

※必要な⽅は、当⽇、受付専⽤コーナーにおいて、『参加証』をお渡しいたしますのでお⽴ち寄りください。
第30回記念⼤会の記念品をご⽤意しております。

＜休憩＞

＜休憩＞

＜休憩＞

時間 プログラム・演者



特別講演１ 臨床看護の過去、現在、未来と保健医療政策 　〜看護情報の進むべき道筋へのヒント〜

特別講演２ 臨床知のデータベース化の意味するところ  〜データ⼆次利⽤に魅せられて〜

申し込み⽅法 250名（申込順）
1. E-mail、葉書またはFaxに、「参加者⽒名」、「施設名」、「住所」、「所属（役職）」、「電話番号」、

「懇親会参加の有無」をご記⼊いただき、研究会事務局までお送りください。
2. 2017年 1⽉27⽇（⾦）締め切り

＜個⼈情報の取り扱いについて＞
ご記⼊いただいた情報は、「医療情報システム研究会」運営委員会および「看護業務を⽀援する情報システム」
プログラム委員会ならびに富⼠通株式会社が本研究会に関する連絡、来場管理、受付業務など、運営⽬的に
利⽤いたします。
ご記⼊いただいた内容についての開⽰、訂正、追加、削除は、下記申込先までご連絡ください。

申込先 「医療情報システム研究会　事務局」
〒540-8514　⼤阪市中央区城⾒２－２－６　富⼠通関⻄システムラボラトリ

富⼠通株式会社　関⻄ヘルスケア統括営業部内　担当：⾼⽊、國定（くにさだ）
Tel：06-6920-5629（直通）／FAX ：06-6920-5785
E-mail：contact-hug@cs.jp.fujitsu.com

「医療情報システム研究会」 http://www.iryo-jyoho.jp/ ＜順不同＞

運営委員： 中島 清訓 （⼤阪回⽣病院 システム管理課）
杉原 敬彦 （⼀般財団法⼈甲南会 法⼈本部管理本部電算部）
⻄村 晴彦 （医療法⼈ダイワ会⼤和病院 医療情報室）
坂 直樹 （⼤阪府済⽣会吹⽥病院 医療情報課）
北⼝ 宏 （関⻄医科⼤学総合医療センター 医療情報部）
阪井 俊之 （パナソニック健康保険組合 保険業務部適⽤課）
寺⻄ 正志 （医療法⼈寿会富永病院 事務部）
渡邊 謙太 （社会医療法⼈愛仁会尼崎だいもつ病院 診療情報管理室）
内林 幸太 （淀川キリスト教病院 情報管理課）

名誉会⻑： 橋本　則男（個⼈）

◇◇◇以下記載の＜個⼈情報の取り扱いについて＞に同意の上お申し込みください。◇◇◇

1967年奈良県⼤和郡⼭市⽣まれ。1990年東京⼤学医学部保健学科卒業。
看護師として聖路加国際病院（内科）東京武蔵野病院（精神科）に勤務。
その後、⽇本看護協会で政策企画室⻑として看護関連政策の⽴案・調整に従事。
2005年から⽇本看護連盟幹事⻑に就任し全国組織の運営と各級選挙のかじ取りをする。
2013年⽐例区（全国）にて参議院議員初当選。
⾃⺠党厚⽣労働部会副会⻑，⾃⺠党看護問題⼩委員会副委員⻑，
議院運営委員会理事、財政⾦融委員会理事など就任。

参議院議員 看護師・保健師
⽯⽥ まさひろ先⽣

⿅児島⼤学⼤学院 ⻭学総合研究科
医療システム情報学 准教授 宇都 由美⼦

1979年、熊本⼤学教育学部卒業。
同年4⽉、⿅児島⼤学医学部附属病院看護部採⽤。1984年5⽉より⿅児島⼤学総合病院
情報システム開発・導⼊のために設置された医療情報室を兼務。2000年4⽉に、医学部保健
学科地域看護・看護情報学講座助教授を経て、2006年10⽉に医⻭学総合研究科医療シス
テム情報学準教授に就任。2011年より医療情報部⻑を兼任し、現在に⾄る。
かごしま医療ITセンター代表取締役社⻑，⽇本医療情報学会(理事) ，
看護協会ファーストレベル・セカンドレベル講師など、多岐に渡り活動。



「看護業務を⽀援する情報システム（パート３０）」プログラム委員　 ＜５０⾳順＞
東　ますみ （神⼾⼥⼦⼤学　看護学部）
⽯垣　恭⼦ （兵庫県⽴⼤学⼤学院　応⽤情報科学研究科）
井上　由美 （関⻄医⼤総合医療センター　看護部）
内城　順⼦ （⼤阪府済⽣会吹⽥病院　看護部）
内林　幸太 （淀川キリスト教病院 情報管理課）
⿂澤 正克 （JCHO⼤阪病院　医事課・医療情報部）
北⼝　宏 （関⻄医科⼤学総合医療センター 医療情報部）
久保慎⼀郎 （関⻄医科⼤学附属病院　看護部　医療情報部）
阪井　俊之 （パナソニック健康保険組合 保険業務部適⽤課）
杉原　敬彦 （⼀般財団法⼈甲南会 法⼈本部管理本部電算部）
寺⻄　正志 （医療法⼈寿会富永病院 事務部）
中⽊　⾼夫 （天理医療⼤学　医療学部看護学科）
中島　清訓 （⼤阪回⽣病院 システム管理課）
中⻄　寛⼦ （神⼾市⽴医療センター中央市⺠病院　情報企画課）
仲野　俊成 （関⻄医科⼤学　⼤学情報センター）
⻄⽥　雅則 （富⼠通株式会社）
⻄村　晴彦 （医療法⼈ダイワ会⼤和病院 医療情報室）
坂 直樹 （⼤阪府済⽣会吹⽥病院 医療情報課）
藤⽥⽐左⼦ （創世看匠）
細川　数⼦ （滋賀医科⼤学医学部附属病院　看護部）
美代　賢吾 （国⽴国際医療研究センター　医療情報管理部⾨）
⼭⽥　章⼦ （⼤阪市⽴⼤学医学部附属病院　看護部）
渡邊　謙太 （社会医療法⼈愛仁会尼崎だいもつ病院 診療情報管理室）

会場地図　 富⼠通関⻄システムラボラトリ（⻄⼊⼝よりお⼊りください）　
http://jp.fujitsu.com/facilities/kansai/

ＪＲ⼤阪環状線、東⻄線　京橋駅（⻄⼝）より徒歩６分
京阪電鉄　京橋駅（⽚町⼝）より徒歩６分
地下鉄⻑堀鶴⾒緑地線　⼤阪ビジネスパーク駅（４番出⼝）より徒歩５分

以　　上

入口



＜ＦＡＸでお申込みの方用＞ 
 
医療情報システム研究会事務局行き（ＦＡＸ：０６－６９２０－５７８５） 
 

第１７２回医療情報システム研究会 参加申込書 

看護業務を支援する情報システム（パート３０） 

 開催日：２０１７年２月４日（土） 

 会 場：富士通関西システムラボラトリ４階大会議室 

 

貴施設名  電話番号 
 

所在地  

 

 ※下記＜個⼈情報の取り扱いについて＞に同意の上お申し込みください。 

  複数名でお申込みをいただく際は、お申込みをされる方全員が同意していることをご確認の上、 

お申込み願います。 
 

 ※参加申込みをもって受付完了とさせていただきます。定員を超えて、ご参加をお断りする場合 

以外、事務局からの連絡はありません。ご承知おきください 

    

参加者お名前 所属（役職） 
 

懇親会 

   

   

   

   

   

           
 ＜個人情報の取り扱いについて＞ 
 ご記入いただいた情報は、「医療情報システム研究会」運営委員会および「看護業務を支援する情報シス 

 テム」プログラム委員会ならびに富士通株式会社が本研究会に関する連絡、来場管理、受付業務など、 
 運営目的に利用いたします。       
ご記入いただいた内容についての開示、訂正、追加、削除は、下記申込先までご連絡ください。 
   

 〔問い合わせ先〕 
    医療情報システム研究会事務局 
  ［富士通株式会社関西ヘルスケア統括営業部内  担当：高木、國定（くにさだ） ℡06-6920-5629］ 

参加の場合は○をご記入下さい




